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◉ベルギー・アントワープ在住首藤 佳世さん

す とう か よ

17海外生活
レポート

かい がい せい かつ

アントワープは、クラシックな街
並を今に残すベルギー第二の都
市です。「フランダースの犬」、画
家の巨匠ルーベンスを思い出す
方が多いかもしれません。

季節柄、こちらのクリスマスを
ご紹介します。アントワープには
サンタクロースが二回やって来ま
す。正しくは、12月初旬の聖ニコ
ラの日にシンタクラースが、そして
24日にサンタクロースがやって
来ます。シンタクラースは４世紀
に実在した聖ニコラ司教がモデ
ルと言われ、スペインから子ども
たちへプレゼントを持ってやって
来ます。確かに、大きな帽子に杖
を持った姿はカトリック司教に似
ています。大変可愛らしい習慣が
あり、子どもたちは前日の夜に、
靴の中に人参と砂糖を入れま
す。これは、シンタクラースが乗る
ロバの好物だからです。

時代は変わり、私がアントワー
プでお迎えしたシンタクラースは、
飛行機で空港に降り立ちました。
子どもたちにお菓子を配りながら

パレードをします。そのパレードで
ひと際目立つのが、顔を真っ黒
に塗った若者たちです。彼らは、
ズワルトピート（黒ピート）で、シン
タクラースの従者です。悪い子は
ピートにお仕置きされるという説
もありますが、今は子どもたちの
人気者のようです。なぜ、シンタク
ラースはスペインからやって来る
のでしょうか。ベルギーはかつて
スペイン統治下に置かれた歴史
があり、プレゼントはスペインから
やって来ると考えられたのだと思
います。25日のクリスマスは、聖
ニコラの日に比べると静かな日で
すが、二度プレゼントをもらえる子
供は大喜びです。シンタクラース
とサンタクロースを両親と祖父母
で分業する家庭もあり、親も知恵
が必要です。

ベルギーのクリスマス

10月、世界体操競技選手権
がアントワープで開催され、内村
航平選手の個人総合４連覇を
はじめ、日本選手が大活躍をしま
した。会場はクラブミュージックが
流れ、観客が参加するダンスもあ
り、おおいに盛り上がっていまし
た。予選は、地元の小学生、中
学生がたくさん見に来ており、子
どもたちが体操競技を知る機会
となり、決勝はベルギーだけでな
く、オランダ、ドイツなど近隣の国
から応援に来た観客が数多くい
ました。世界体操競技選手権の
第一回大会は１９０３年にアント
ワープで開催されており、１１０年
ぶりにアントワープに戻って来た
ことになります。また次の世紀で
もアントワープでの開催があるの
かもしれません。

（文・写真：首藤 佳世さん提供）

黒塗りの従者

「シンタクラース」と
「サンタクロース」

110年ぶりの世界体操
inアントワープ

外国人インタビュー 日本で活躍する外国人を紹介番外編

日本に留学することになったきっかけは？
なぜ日本を留学先にえらびましたか？
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川崎市の留学生35人に聞きました。

川崎市には、多くの外国人留学生が学んだり生活したりしています。その中で、当協会の留学生修学奨励金を受給中の
留学生がどんな夢や希望を持って来日したか、きっかけはどんなことだったか、大変なことはどんなことかを尋ねてみました。

対象の留学生の内訳：35名（男性18名、女性17名）、10代～40代（うち20代が83％）、川崎市内の大学院、大学、専
門学校在学者。ほとんどの学生が、来日後半年から1年。

留学のきっかけが、「日本語が好きだから」「日本で就職したいか
ら」など、日本との直接の関わりを求めて留学してくる、近隣諸国
からの留学生が多いことを知り、あたたかい気持ちになりました。

グラフを見ると、「日本での生活で大変なこと」が、言葉や文化
の違いよりも、「勉強が大変」と答えた学生が最も多く、それだけ
学業に一生懸命に取り組んでいることがわかりました。一方で、
留学生たちは、「共に日本文化を学び、地域のボランティア活動
に参加したい」と望んでいます。実際、川崎市国際交流協会主
催のイベントや講座などでボランティア活動をしている学生も多い
です。

アンケートを通して、外国からの留学生が日本語や日本の文化
を学びながら、専門知識を身につけている様子がよくわかり、彼
らが今後、母国と日本の絆を強め、これからの世界に貢献してく
れることを確信しました。そして、彼らの希望や目的を理解し、日常
生活での苦労や困難を知ったうえで、私たちができること、お手
伝いできることを改めて考えたいと思いました。

言語や環境の違う国で、病気やけが、生活の心配もあり、ホー
ムシックにかかるときもあるでしょう。留学経験や海外滞在経験が
ある方は共感するところも大きいのではないでしょうか。毎日の生
活の中でも、近くにいる留学生の皆さんの支えになれたらうれし
いです。そして同様に、日本の若者たちも留学などを通じて世界
にはばたいていってほしいと思いました。

（アンケート分析・文・グラフ作成  編集ボランティア：福地 直子・小島 俊彦）

アンケートの結果から

□ より深く研究するため専門学校や大学院に進みたい
□ 自分の会社やお店をつくり、経営すること
□ 日本の会社に就職して、仕事をしたい
□ 映画・音楽・ファッションなど感動を与える仕事をしたい
□ 国と国の架け橋になり、世界に貢献したい
□ 別の国に留学したい
□ 母国に帰り、専門を生かせる仕事をしたい
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「将来の目標、夢は何ですか？」（日本語で記述していただきました。）

１．日本語が大好きだから 21.6%
２．将来日本で就職したいから 21.6%
３．将来日本語を使って仕事をしたいから 17.6%
４．今の大学の研究などしたいから 13.7%
５．日本に行きたかったから 11.8%
６．その他 7.9%
７．親や先生に勧められたから 3.9%
８．日本語が専攻だから 2.0%
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留学するために、
大切なことは何だと思いますか？

１．留学する目的 30.7%
２．将来の希望 20.5%
３．留学するためのお金の準備 12.8%
４．留学したいという気持ち 10.2%
５．留学先の情報収集 10.2%
６．親や周囲のサポート 9.1%
７．先輩などの経験談を聞く 5.2%
８．その他 1.3%
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近所に住んでいる日本人と、
どのような交流事業に参加したいですか？

１．日本人と共に日本文化を学ぶ 26.7%
２．日本人から日本語を学ぶ 25.0%
３．地域のボランティア活動 21.7%
４．フェスティバルなど、楽しく交流できるイベント 11.6%
５．日本人に母国語を教える 10.0%
６．日本人に母国の文化を教える 3.3%
７．その他 1.7%
８．防災訓練や救急法の講習会 0.0%
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日本での生活で
大変なことは何ですか？

１．勉強が大変 30.6%
２．言葉が通じない 24.5%
３．文化の違い 20.4%
４．ホームシック 8.2%
５．その他 8.2%
６．病気やけが 6.1%
７．生活が不便 2.0%
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シンタクラースと▶
黒ピート

▲アントワープ大聖堂 ▲黒ピート

※その他のデータは、HPに掲載しています。 http://www.kian.or.jp
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